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線 虫類 は 、一般 に、 消化 管や 体 部組 織深 部 な どにお い て見 出 され るが 、鳥 類 で は気 嚢 に

お い て も発 見 され る。今 回 、お そ らく、 日本 で初 めて の記 録 とな る 刀θ磁 掘ooθ望oθ血 属旋

尾線 虫類 を得 たの で、鳥類 診 療 時の参 考 とな る と考 え、 ここに報 告 をす る。

1998年8月 、千葉県 市原 市某 所 にて野 生 のカ ワウrrfIrrlIが 救 護iされ 、 同県

内 の金 坂 動物 病 院へ 搬入 した後 、治療 の 甲斐 無 く蛯 死 した。 そ の 後 、そ の死 体 は酪 農 学 園

大 学野 生動 物 医学セ ンター(以 下 、WAMC)へ 冷凍 で送 付 、剖 検 され た。開腹 時 にお いて 、

腹 気嚢 表面 に約40個 体 の微小 線 虫 を認 めた(図1)。 寄生 部位 の組織 は肉眼 的 に正 常で 、'浸

出液 な ども認 め られ なか った。線 虫は10%ホ ル マ リン液 で 固定後 、 ラ ク トフ ェノール 液 に

て透 徹 、光学 顕微 鏡 に よ り形 態観 察 され た。宿 主 お よび寄 生 虫標 本 はWAMCに 証 愚標 本 と

して保 存 され た(登 録番 号WA,MC-As-2033)。

固 定後 の線 虫で 、雄9個 体 、雌10個 体 を用 い 、そ の形 態 お よび 計測値(単 位:体 長uu

以外 は μm)を 求 め、次 の よ うな値 が得 られ た;雄:体 長2.9-3.8(3.50±0.32)、 体幅160・240

(205±28.8)、 口腔長23-46(28.6±7.3)、 口腔幅12-23(・ ・±3.7)、 食 道長270-447(40L3

±55.2)、 同 ・筋 部97-159(129.0±20.9)、 同 ・腺 部173-322(272.4±45。8)、 頭端 か ら神 経

環92・150(.,±19.9)、 排 出孔143-257(177.7±39ユ)、 右 交 接刺542-674(592.6±38.5)、

左 交接 刺217-351(2672±42.2);雌:体 長3.5・4.8(3。97±1.04)、 体 幅i.i(219±56.4)、

口腔長18・ ・32(25.9±8.5)、 口腔 幅8・18(13.5±4.5)、 食 道長345・554(447.0±118.9)、 同 ・

筋 部97-161(!29.7±36.1)、 同 ・腺部236・409(447.0±118.9)、 頭 端 か ら神 経 環97・185(139.8

±41.4)、 排 出孔不 明 、尾端 か ら陰 門1642-2489(1898.0±251.8)、 虫卵長41-55(48.0±3.7)、

虫卵 幅21-32(27.5±3.1)。

本 線 虫 の宿 主域 と特 異 的 な寄生 部位 お よび形 態 学 的 な概観(微 小 な体 サ イ ズ 、 円筒 状 の

口 腔 、 著 し く 不 等 長 性 を 示 す 左 右 交 接 刺 な ど)に よ り、 上 科Aproctoldeaの 科

1)θεヱηメゴooθ盟 虚 θ に属す こ とが確 認 され た。 さらに、食 道 長 が体 長 半分 の値 よ り小 さい こ

と 、 陰 門 が 食 道 末 端 近 くに 配 置 され た こ と、 ま た 宿 主 が ウ で あ っ た こ と な どか ら 、

0θ5ヱη掲ooθ甥θ血 属 で(以 上、AndersonandBain,1975)、 特 に 、チ ェ コス ロバ キア のカ ワ

ウで報告 され たD..rneognitaSolonitsin,1932の 計測値 とほぼ一 致 した こ とか ら(Moravec

etal.,1988)、 この種 と同定 され た。
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こ の 線 虫 が 、 寄 生 部 位 で ど の よ う な 直 接 的 あ る い は 間 接 的 な 病 原 性 を 与 え る の か は 、 症

例 報 告 が 見 当 た ら ず 、 不 明 と さ れ た 。 し か し 、 た と え ば 多 数 寄 生 を す る よ う な 場 合 で は 、

.当 然 、 物 理 的 な 障 害 は 避 け ら れ な い で あ ろ う 。 今 後 、 水 鳥 類 で 呼 吸 器 疾 患 を 疑 う 場 合 、 こ

の 線 虫 の 存 在 に も 気 を つ け て 頂 け れ ば 幸 い で あ る 。な お 、上 科!知700彪4θ3の 科4ρzoo捻 ぬ θ

に つ い て も 、 気 嚢 あ る い は そ の 周 辺 の 皮 下 組 織 に 寄 生 す る が 、 最 近 、 本 邦 の ツ グ ミ 類 や モ

ズ 類 で 見 出 さ れ て い る こ と を 付 記 す る(Yoshinoetal.,insubmission)。
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図1.カ ワ ウの気嚢表面 に認 め られた線 虫(矢 印;b蟹 は1rru)

図2.線 虫Desエnidocercellaincognita(barは 虫卵以外0ユ 皿瓢、虫卵0.01斑 皿)

旺:雌 全 体部＼左側 面;・2お よび3:雌 頭 部;・4:陰 門 、左側面;-5:子 宮 内の含幼 虫卵;

-6:雄 尾 部、右側面;・7雌 尾部、左側面.
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